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衆
議
院
議
員
近
藤
三
津
枝
君
提
出
政
府
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
デ
ー
タ
共
有
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

枝
野
内
閣
官
房
長
官
（
当
時
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
六
日
以
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
内
の
会

議
に
お
い
て
、
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
と
い
う
。
）
の
存
在

を
知
り
、
そ
の
際
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
活
用
し
て
放
射
線
量
の
分
布
を
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
行
っ
た
。

枝
野
内
閣
官
房
長
官
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
に
、
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
（
以
下
「
原
子
力
安
全
委
員
会
」
と
い

う
。
）
よ
り
、
周
辺
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
大
気
中
濃
度
の
測
定
結
果
等
か
ら
推
定
さ
れ
る
東
京
電
力
株
式
会
社
の

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
等
に
基
づ
き
周
辺
環
境
に
お
け
る
積
算
線
量
を
試
算
し
た
結
果
に

つ
い
て
、
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、
枝
野
内
閣
官
房
長
官
は
、
同
年
四
月
二
十
五
日
に
、
原
子
力
安
全
委
員
会
及
び
文
部
科
学
省
よ
り
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
か
ら
一
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
周
辺
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
大

気
中
濃
度
及
び
空
気
吸
収
線
量
率
の
試
算
等
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
試
算

を
行
う
原
子
力
安
全
委
員
会
、
文
部
科
学
省
及
び
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
（
以
下
「
保
安
院
」
と
い
う
。
）
に

一



対
し
て
、
以
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
た
試
算
結
果
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

四
に
つ
い
て

原
子
力
安
全
委
員
会
が
行
っ
た
周
辺
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
大
気
中
濃
度
の
測
定
結
果
等
か
ら
推
定
さ
れ
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
等
に
基
づ
く
周
辺
環
境
に
お
け
る
積
算
線
量
の
試
算
等
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
以
降
、
公
開
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、
甲
状
腺
等
価
線

量
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
地
域
の
小
児
を
対
象
と
し
た
甲
状
腺
被
ば
く
の
調
査
に
活
用
し
た
。

文
部
科
学
省
が
行
っ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
一
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の

周
辺
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
大
気
中
濃
度
及
び
空
気
吸
収
線
量
率
の
試
算
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
二
十

六
日
以
降
、
公
開
し
て
い
る
。

保
安
院
が
行
っ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
様
々
な
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
放
射
性

物
質
の
大
気
中
濃
度
及
び
空
気
吸
収
線
量
率
の
試
算
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
三
日
以
降
、
公
開
す
る
と
と
も
に
、

原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
建
屋
の
開
放
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
評
価

に
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
福
島
県
が
実
施
す
る
県
民
の
被
ば
く
線
量
の
推
定
へ
の
協
力
を
行
う
に
当
た
り
独
立
行
政
法
人
放

二



射
線
医
学
総
合
研
究
所
が
行
う
シ
ス
テ
ム
開
発
に
も
活
用
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
一
定
の
仮
定
の
下
で
の
試
算
結
果
を
含
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
試
算
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体

的
な
活
用
、
情
報
共
有
、
公
開
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
体
制
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
「
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
等
の
改
革
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十

三
年
八
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
原
子
力
安
全
規
制
に
係
る
関
係
業
務
を
一
元
化
す
る
こ
と
と
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
の
運
用
を
含
め
た
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
司
令
塔
機
能
及
び
事
故
発
生
時
の
初
動
対
応
そ
の
他
の
危
機
管
理
の
役
割
を
担

う
「
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。三


